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自
然
災
害
は
天
罰
か
？ 

―
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
が
消
え
た
日
―

【
特
集
】
災
害

１
．
一
九
〇
二
年
五
月
七
日
付
『
レ
・
コ
ロ
ニ
ー
』
紙

サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
（Saint-Pierre

）
は
西
イ
ン
ド
諸
島
に
あ
る
フ
ラ

ン
ス
領
マ
ル
チ
ニ
ー
ク
島
の
中
心
都
市
で
、「
西
イ
ン
ド
諸
島
の
パ
リ
」

と
も
称
さ
れ
る
美
し
い
町
だ
っ
た
。
こ
の
町
の
『
レ
・
コ
ロ
ニ
ー
（Les 

Colonies

）』
紙
が
、
一
九
〇
二
年
五
月
七
日
水
曜
日
、
同
市
リ
セ
教
授

で
自
然
科
学
者
の
ガ
ス
ト
ン
・
ラ
ン
ド
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
一
面

に
掲
載
し
た）

1
（

。

リ
セ
の
著
名
な
教
授
で
あ
る
ラ
ン
ド
氏
が
昨
日
、
本
紙
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
プ
レ
ー
山
（M

ontagne Pelée

）
の
噴
火
お
よ

び
ゲ
ラ
ン
工
場
の
惨
劇
に
先
立
つ
現
象
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
っ

た）
2
（

。対
談
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。﹇
…
﹈

ラ
ン
ド
氏
の
観
察
か
ら
、
昨
日﹇
＝
五
月
六
日
﹈、
火
山﹇
＝
プ
レ
ー

山
﹈
の
山
頂
付
近
の
亀
裂
上
に
あ
る
主
火
口
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
活

発
に
黄
黒
色
の
粉
状
物
質
を
噴
出
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
付
近
の
谷

に
い
る
人
は
退
避
し
、
泥
溶
岩
に
飲
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
高
台
に

避
難
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
と
ポ
ン
ペ
イ
は
ま

さ
に
そ
の
泥
溶
岩
に
飲
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ラ
ン

ド
氏
は
、
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
犠
牲
者
し
か
出
さ

な
か
っ
た
こ
と
を
つ
け
く
わ
え
て
い
る
。
ポ
ン
ペ
イ
市
民
は
時
間
内

に
避
難
し
、
被
災
都
市
で
発
見
さ
れ
た
遺
体
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

結
論
：
プ
レ
ー
山
が
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
市
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ

【
特
集
】

災
害

自
然
災
害
は
天
罰
か
？ 

―
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
が
消
え
た
日
―

酒
井　

智
宏
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と
は
な
い
。
そ
れ
は
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
が
ナ
ポ
リ
市
民
を
危
険
に
さ

ら
す
こ
と
が
な
い
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

（H
eilprin 1903: 74-75, Zebrow

ski Jr . 2002: 106-107

、
拙
訳
）

そ
し
て
、
中
面
に
次
の
よ
う
な
論
評
を
掲
載
し
た
。

サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
か
ら
脱
出
す
る
人
が
増
え
続
け
て
い
る
。
朝
か

ら
晩
ま
で
、
そ
し
て
夜
通
し
、﹇
…
﹈
荷
物
を
も
っ
て
急
ぐ
人
々
ば

か
り
で
あ
る
。﹇
…
﹈
フ
ォ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
便
の
乗
客
は
、

ふ
だ
ん
は
一
日
八
十
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
三
日
で
三
百
人
に

ま
で
増
え
た
。

正
直
に
言
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
パ
ニ
ッ
ク
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
以
上
に
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
フ
ォ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
押
し
か
け
る
人
た
ち
は
、
も

し
も
地
震
が
起
き
た
ら
、
こ
こ
に
い
る
よ
り
う
ま
く
や
れ
る
と
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
住
民
は
こ
れ
が
ば
か
げ
た
ま
ち
が
い
で
あ
る

こ
と
を
心
得
る
べ
き
で
あ
る
。

本
紙
掲
載
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
ラ
ン
ド
氏
が
表
明
し
た
意
見

に
よ
っ
て
、
臆
病
な
人
た
ち
が
み
な
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

（H
eilprin 1903: 76-77, Zebrow

ski Jr. 2002: 111

、
拙
訳
）

町
中
が
混
乱
し
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
と
き
危
険
を
感
じ
て
サ
ン
・

ピ
エ
ー
ル
を
脱
出
す
る
人
よ
り
も
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
の
ほ
う
が
安
全
だ

と
信
じ
て
流
入
し
て
く
る
人
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
（
金
子　
一
九
八
八
：

一
五
―
一
六
頁
）。
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
が
安
全
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
し

て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
と
は
ど
ん
な
山
で
、
ポ
ン
ペ

イ
、
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
と
は
ど
ん
な
町
な
の
か
。

２
．
西
暦
七
十
九
年
八
月
二
十
四
―
二
十
五
日
：

　
　

ポ
ン
ペ
イ
最
後
の
日

ナ
ポ
リ
湾
岸
の
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
（V

esuvio

）
山
麓
に
ひ
ら
け
た
ポ
ン

ペ
イ
（Pom

peii

）
は
、
先
住
民
族
オ
ス
ク
人
が
建
設
し
た
と
さ
れ
る
都

市
で
、
紀
元
前
五
世
紀
頃
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
の
支
配
の
も
と
で
繁
栄
し
、
サ

ム
ニ
ウ
ム
人
に
よ
る
支
配
を
経
て
、
紀
元
前
八
十
年
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
都

市
と
な
っ
た）

3
（

。
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
・
宗
教
・
文
化
が
入
り
交
じ
る
人
口

二
万
人
の
こ
の
都
市
は
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
入
っ
て
海
外
と
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自
然
災
害
は
天
罰
か
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―
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
が
消
え
た
日
―

【
特
集
】
災
害

の
活
発
な
交
易
で
国
際
都
市
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
輸
出
品
の
筆

頭
は
ワ
イ
ン
で
、
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
の
山
腹
に
は
三
十
あ
ま
り
の
ぶ
ど
う
農

園
が
あ
り
、
鎖
に
繋
が
れ
た
奴
隷
が
酷
使
さ
れ
て
い
た
。

温
和
な
風
土
と
見
事
な
眺
望
に
恵
ま
れ
た
こ
の
国
際
都
市
の
魅
惑
的
な

姿
は
、
ま
さ
し
く
ロ
ー
マ
帝
国
の
縮
図
と
言
っ
て
よ
い
。
噴
水
の
あ
る
並

木
大
通
り
を
馬
車
が
行
き
交
い
、
沿
道
に
は
商
店
や
劇
場
が
軒
を
連
ね
、

公
衆
浴
場
に
は
、
サ
ウ
ナ
や
冷
水
槽
、
休
憩
室
ま
で
完
備
さ
れ
、
夜
間
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
体
育
場（
パ
ラ
エ
ス
ト
ラ
）
の
中
央
に
は
ブ
ー

ル
が
あ
り
、
円
形
闘
技
場
で
は
残
虐
な
死
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ポ
ン

ペ
イ
式
住
居
は
「
ポ
ン
ペ
イ
ア
ン
・
レ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
鮮
や
か
な
赤

色
の
壁
に
よ
っ
て
豪
華
に
装
飾
さ
れ
、
壁
に
は
豪
華
な
植
物
や
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
鳥
が
描
か
れ
た
。
中
庭
に
は
精
巧
な
噴
水
が
作
ら
れ
、
人
々
は

そ
こ
に
寝
椅
子
を
置
き
、
横
に
な
り
な
が
ら
食
事
を
と
っ
た
。

ポ
ン
ペ
イ
と
同
時
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
市
と
な
っ
た
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム

（H
erculaneum

）
は
、
ネ
ア
ポ
リ
ス
（N

eapolis

：
現
在
の
ナ
ポ
リ
）

か
ら
ポ
ン
ペ
イ
に
向
か
う
街
道
筋
に
位
置
す
る
人
口
五
千
人
ほ
ど
の
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
風
光
明
媚
な
町
で
、
都
会
の
喧
噪
を
避
け
よ
う
と
す
る
貴

族
や
財
閥
の
お
気
に
入
り
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
だ
っ
た
。
施
工
技
術
は
ポ

ン
ペ
イ
を
上
回
り
、
二
千
五
百
名
を
収
容
す
る
豪
華
な
劇
場
の
ほ
か
、
ス

チ
ー
ム
発
生
装
置
、
パ
イ
プ
、
ボ
イ
ラ
ー
室
を
備
え
た
公
共
浴
場
が
あ
っ

た
。
町
に
は
大
理
石
で
化
粧
張
り
さ
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
つ
き
の
ス
ナ
ッ
ク

バ
ー
が
散
在
し
、
目
抜
き
通
り
の
デ
ク
マ
ヌ
ス
商
店
街
は
幅
十
二
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
歩
行
者
天
国
で
、
こ
の
通
り
に
面
し
た
家
に
は
、
白
黒
モ
ザ
イ

ク
張
り
の
フ
ロ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
描
い
た
壁
面
装
飾
、
高
価
な
木
製

家
具
が
見
ら
れ
た
。
旧
家
の
い
く
つ
か
は
数
百
年
前
に
立
て
ら
れ
た
も
の

で
、
歴
史
と
伝
統
に
彩
ら
れ
た
神
聖
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

そ
の
ポ
ン
ペ
イ
と
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
を
、
西
暦
六
十
二
年
に
大
き
な
地

震
が
襲
う）

4
（

。
被
害
は
甚
大
で
、
多
数
の
建
造
物
が
修
復
を
断
念
さ
れ
た
。

こ
の
地
震
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
貴
族
が
没
落
し
、
商
人
や
金
融
業
者
の

台
頭
が
加
速
し
た
。
以
降
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
優
美
な
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
様
式

は
顧
み
ら
れ
な
く
な
り
、
芸
術
の
俗
物
化
が
進
行
す
る
。
新
興
財
閥
の
欲

望
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
奢
侈
へ
の
傾
向
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い

く
。ヴ

ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
が
大
噴
火
を
起
こ
し
た
の
は
そ
う
し
た
折
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
は
、
お
よ
そ
三
十
万
年
前
に
海
底
火
山
と
し
て
誕
生
し
、

西
暦
七
十
九
年
ま
で
に
、
一
万
七
千
年
前
、
一
万
五
千
年
前
、

一
万
一
千
四
百
年
前
、
八
千
五
百
年
前
、
三
千
五
百
年
前
に
大
噴
火
を
起

こ
し
て
い
た
が
、
ポ
ン
ペ
イ
や
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
の
人
た
ち
の
大
半
は
、
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こ
の
山
が
恐
ろ
し
い
火
の
山
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た）

5
（

。
多
数
の
火

山
が
登
場
す
る
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
『
博
物
誌
』
に
も
、
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山

に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
こ
の
山
は
、
ぶ
ど
う

畑
と
オ
リ
ー
ブ
畑
に
彩
ら
れ
た
美
し
い
平
和
の
山
で
し
か
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
美
し
い
平
和
の
山
が
、
西
暦
七
十
九
年
八
月
二
十
四
日
、
周

辺
住
民
に
牙
を
剥
く
。

こ
の
と
き
の
大
噴
火
に
つ
い
て
は
、
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
甥
に
あ
た
る
小

プ
リ
ニ
ウ
ス
の
二
通
の
書
簡
が
詳
細
に
語
っ
て
い
る
。
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
は

当
時
十
八
歳
で
、
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
彼
ら
は

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
か
ら
西
（
す
な
わ
ち
ポ
ン
ペ
イ
と
反
対
側
）
に
三
十
キ

ロ
離
れ
た
ミ
セ
ヌ
ム
（M

isenum

）
と
い
う
町
に
い
た
。
八
月
二
十
四

日
の
午
後
一
時
頃
、
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
母
親
が
、
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
上
空
に

異
様
な
き
の
こ
雲
が
か
か
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
大
プ
リ
ニ
ウ
ス

が
こ
の
雲
を
間
近
で
観
察
す
る
た
め
に
出
か
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
麓
に
住
む
レ
ク
チ
ナ
夫
人
か
ら
救
援
を
依
頼
す
る
手
紙

が
届
く
。
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
ガ
レ
ー
船
で
救
助
に
向
か
う
が
、
軽
石
が

降
っ
て
き
た
た
め
に
こ
れ
を
断
念
し
、
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
口
か
ら
南
東

十
四
キ
ロ
地
点
に
あ
る
町
ス
タ
ビ
ア
エ
（Stabiae

）
に
向
か
っ
た
。
し

か
し
、
彼
は
、
翌
二
十
五
日
午
前
八
時
頃
に
ス
タ
ビ
ア
エ
を
襲
っ
た
サ
ー

ジ
（
熱
雲nuée ardent

の
一
種
で
、
火
砕
流
よ
り
高
速
で
移
動
す
る
灰

雲
）
に
よ
り
命
を
落
と
し
た
。
五
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
あ
い
だ
、
火
口
か
ら
風
下
方
向
に
九
キ
ロ
地
点
の
ポ
ン
ペ
イ
は
ど

う
な
っ
て
い
た
の
か
。
こ
の
町
で
は
、
二
十
四
日
の
午
後
か
ら
、
軽
石
が

十
八
時
間
に
わ
た
っ
て
降
り
注
い
だ
。
降
り
始
め
か
ら
二
、三
時
間
た
ち
、

そ
の
厚
さ
が
四
十
セ
ン
チ
に
達
し
た
と
き
に
、
家
屋
の
屋
根
が
落
ち
始
め

た
。
こ
の
時
点
ま
で
に
避
難
し
た
人
た
ち
は
ほ
ぼ
全
員
助
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
破
局
が
訪
れ
た
の
は
翌
二
十
五
日
の
午
前
七
時
半
以
降
で
、
三

度
に
わ
た
る
サ
ー
ジ
に
よ
り
、
市
内
に
残
っ
て
い
た
人
た
ち
は
全
員
窒
息

死
し
た
。
軽
石
の
降
下
が
い
ず
れ
収
ま
る
と
思
っ
て
市
内
に
と
ど
ま
っ
た

人
た
ち
の
中
に
は
、
邸
宅
や
壁
画
、
調
度
品
を
手
放
す
こ
と
を
躊
躇
し
た

富
裕
層
の
人
た
ち
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ポ
ン
ペ
イ
市
内
の
犠

牲
者
の
総
数
に
関
し
て
は
定
説
が
な
く
、
人
口
の
一
割
の
二
千
人
程
度
と

い
う
説
か
ら
、
八
割
の
一
万
六
千
人
程
度
と
い
う
説
ま
で
あ
る
（
金
子　

二
〇
〇
一
：
一
九
〇
頁
）。

火
口
か
ら
風
上
方
向
に
六
〜
七
キ
ロ
地
点
の
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
は
ど
う

か
。
ポ
ン
ペ
イ
に
軽
石
が
降
り
始
め
た
二
十
四
日
午
後
一
時
の
時
点
で
は
、

こ
の
牧
歌
的
な
町
に
と
っ
て
、
ポ
ン
ペ
イ
の
災
禍
は
対
岸
の
火
事
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
事
態
が
急
転
し
た
の
は
、
翌
二
十
五
日
午
前
一
時
頃
で
、
こ
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エ
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ル
が
消
え
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日
―

【
特
集
】
災
害

の
と
き
最
初
の
サ
ー
ジ
が
町
を
襲
い
、
残
っ
て
い
た
人
を
死
に
追
い
や
っ

た
。
そ
の
一
時
間
後
に
、
三
倍
の
容
積
を
も
つ
二
度
目
の
サ
ー
ジ
が
起
き
、

町
を
さ
ら
に
破
壊
し
た
。
午
前
六
時
半
の
三
度
目
の
サ
ー
ジ
に
続
き
、
火

砕
流
が
町
を
完
全
に
埋
没
さ
せ
、
海
岸
線
が
四
百
メ
ー
ト
ル
も
西
に
張
り

出
し
た
。
こ
の
と
き
、
ポ
ン
ペ
イ
と
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
を
含
め
て
、
埋
没

し
た
の
は
ナ
ポ
リ
湾
岸
の
十
三
集
落
に
の
ぼ
る
（
同
：
一
六
頁
）。
以
後
、

地
中
深
く
に
眠
っ
た
こ
れ
ら
の
都
市
は
歴
史
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
都
市
が
「
発
見
」
さ
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
ル
ネ
サ
ン
ス
の

時
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
十
八
世
紀
に
発
掘
が
本
格
化
し
、
今
日
に

至
る
ま
で
調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
次
々
に
見
つ
か
る
発
掘
物
が
ポ
ン

ペ
イ
と
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
の
も
の
で
あ
る
と
分
か
っ
た
の
は
、
先
に
ふ
れ

た
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
書
簡
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ポ
ン
ペ
イ

の
発
掘
調
査
で
は
、
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
空
洞
に
石
膏
を
流
し
込
み
、

死
者
の
鋳
型
を
取
る
と
い
う
技
術
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
人
間
や

犬
が
死
に
際
に
見
せ
た
苦
悶
の
表
情
ま
で
も
が
再
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
（
同
：
四
七
―
六
〇
頁
）。
他
方
、
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
に
関
し
て
は
、

こ
の
町
が
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
か
ら
見
て
風
上
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
発
掘
さ

れ
た
遺
体
が
十
指
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
の
大
半
が
脱
出
に

成
功
し
た
と
長
ら
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
〇
年
代
に

な
っ
て
海
岸
地
域
の
発
掘
が
開
始
さ
れ
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
三
体

と
い
う
割
合
で
合
計
数
百
に
の
ぼ
る
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
こ

の
楽
観
的
な
見
方
は
雲
散
霧
消
し
た
（
同
：
一
二
四
―
一
三
三
頁
）。

こ
の
発
掘
調
査
が
な
け
れ
ば
、
ポ
ン
ペ
イ
と
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
が
再
び

日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム

の
真
上
二
十
四
メ
ー
ト

ル
に
は
現
代
の
都
市
エ

ル
コ
ラ
ー
ノ
が
建
設
さ

れ
て
い
る
た
め
、
発
掘

が
完
了
す
る
こ
と
は
な

い
。以

上
の
こ
と
か
ら
、

第
１
節
で
引
用
し
た

『
レ
・
コ
ロ
ニ
ー
』
紙

の
論
評
が
史
実
を
誤
っ

て
伝
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
二
十
世
紀
初

頭
の
時
点
で
は
、
ま
だ

ポ
ン
ペ
イ
と
ヘ
ル
ク
ラ

西暦79年８月24―25日のヴェスヴィオ山噴火による降灰区域
（http://en.wikipedia.org/wiki/Herculaneumより）
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ネ
ウ
ム
の
発
掘
は
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
大
半
の
市
民
が
逃
げ
出
し

て
無
事
だ
っ
た
と
い
う
楽
観
論
も
根
強
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際

に
は
、
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
は
ポ
ン
ペ
イ
と
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
を
一
夜
に
し

て
壊
滅
さ
せ
、
史
上
ま
れ
に
見
る
悲
劇
を
演
出
し
た
の
で
あ
る
。

３
．
一
九
〇
二
年
五
月
八
日
：
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
最
後
の
日

一
九
〇
二
年
五
月
七
日
の
朝
、
イ
タ
リ
ア
の
小
型
帆
船
オ
ル
ソ
リ
ー
ナ

号（O
rsolina

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
に
砂
糖
を
運
ぶ
た
め
に
、

サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
か
ら
出
帆
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た）

6
（

。
作
業
は
遅
々
と

し
て
進
ま
ず
、
積
荷
は
よ
う
や
く
半
分
に
届
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
と

き
、
四
マ
イ
ル
先
の
プ
レ
ー
山
が
発
す
る
激
し
い
地
鳴
り
と
稲
妻
に
身
の

危
険
を
感
じ
た
船
長
の
マ
リ
ー
ノ
・
レ
ボ
ッ
フ
ェ
（M

arino Leboffe

）

は
、
積
荷
の
完
了
を
待
つ
こ
と
な
く
、
た
だ
ち
に
出
港
す
る
決
断
を
下
し

た
。「
積
荷
が
完
了
す
る
前
に
出
港
す
る
の
は
契
約
違
反
で
、
ル
・
ア
ー

ヴ
ル
に
着
い
た
ら
す
ぐ
に
逮
捕
さ
れ
る
ぞ
。」
彼
は
荷
主
と
税
関
の
役
人

の
脅
し
に
も
動
じ
な
か
っ
た
。「
私
は
プ
レ
ー
山
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な

い
。
だ
が
、
も
し
も
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
が
こ
ん
な
様
子
に
な
っ
た
ら
、
私

は
ナ
ポ
リ
を
出
て
行
く
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
私
は
こ
こ
を
出
て
行
く
。」（
金

子　
一
九
八
八
：
二
六
―
二
七
頁
、Zebrow

ski Jr 2002: 84-85

）
オ
ル

ソ
リ
ー
ナ
号
と
所
有
者
を
同
じ
く
す
る
ノ
ル
ド
・
ア
メ
リ
カ
号
（N

ord 

A
m
erica

）
は
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
に
残
っ
た
。
こ
の
船
は
、
そ
れ
か
ら

二
十
四
時
間
も
し
な
い
う
ち
に
、
百
六
十
五
フ
ィ
ー
ト
の
海
底
に
沈
む
こ

と
に
な
る
（Zebrow

ski Jr 2002: 85

）。

同
じ
一
九
〇
二
年
五
月
七
日
の
『
レ
・
コ
ロ
ニ
ー
』
紙
の
一
面
ト
ッ
プ

は
、
第
１
節
に
引
用
し
た
ラ
ン
ド
教
授
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
は
な

く
、
五
月
十
一
日
の
日
曜
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
議
員
選
挙
の
記
事
で

あ
っ
た
。
一
面
ト
ッ
プ
に
同
紙
が
応
援
す
る
候
補
者
の
名
前
を
大
き
く
載

せ
、
目
の
悪
い
人
で
も
一
目
で
判
読
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る

（ibid.: 105

）。
そ
し
て
、
火
山
の
ニ
ュ
ー
ス
が
人
々
を
こ
れ
以
上
動
揺
さ

せ
な
い
よ
う
に
、
ラ
ン
ド
教
授
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
そ
れ
に
続
く
論

評
を
掲
載
し
た
の
で
あ
っ
た
。

実
の
と
こ
ろ
、「
プ
レ
ー
山
が
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
市
民
を
危
険
に
さ
ら

す
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
が
ナ
ポ
リ
市
民
を
危
険
に
さ

ら
す
こ
と
が
な
い
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
は
、
ラ
ン
ド
教

授
が
語
っ
た
も
の
で
は
な
く
、『
レ
・
コ
ロ
ニ
ー
』
紙
の
編
集
長
が
勝
手

に
つ
け
く
わ
え
た
も
の
だ
っ
た
。
ポ
ン
ペ
イ
市
民
の
大
半
が
時
間
内
に
避

難
し
て
助
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
市
民
も
そ
れ
に
な
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自
然
災
害
は
天
罰
か
？ 

―
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
が
消
え
た
日
―

【
特
集
】
災
害

ら
っ
て
避
難
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
こ
そ
な
れ
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー

ル
が
安
全
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
な
り
は
し
な
い）

7
（

。
そ
れ
が
ラ
ン
ド
教
授

の
本
当
の
見
解
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
五
月
八
日
の
午
後
に
知
事
を
説
得
し

て
、
住
民
を
避
難
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、『
レ
・
コ
ロ
ニ
ー
』
紙
の
編
集
長
に
と
っ
て
は
、
科
学
の
論

理
よ
り
も
政
治
の
論
理
の
ほ
う
が
大
事
で
あ
っ
た
。
―
町
か
ら
人
が
い
な

く
な
れ
ば
、
経
済
活
動
は
停
滞
し
、
空
き
家
を
狙
っ
た
略
奪
が
起
き
、
選

挙
は
不
調
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
避
難
先
の
フ
ォ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
の
ほ
う
も
、
移
民
を
収
容
し
き
れ
ず
パ
ン
ク
す
る
だ
ろ
う
。
ゲ
ラ
ン

工
場
の
惨
劇
は
、
た
ま
た
ま
こ
の
工
場
の
立
地
が
悪
か
っ
た
と
い
う
不
運

に
よ
る
も
の
だ
。
工
場
が
ブ
ラ
ン
シ
ュ
川
（Rivière Blanche

）
の
河
口

付
近
に
な
け
れ
ば
、
惨
劇
は
避
け
ら
れ
た
。
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
の
立
地
は

悪
く
な
い
。
き
っ
と
泥
流
の
直
撃
は
避
け
ら
れ
る
は
ず
だ
。
と
な
る
と
、

自
然
災
害
の
可
能
性
よ
り
も
、
社
会
的
・
政
治
的
災
害
の
可
能
性
を
憂
慮

す
べ
き
だ
。
マ
ル
チ
ニ
ー
ク
の
ル
イ
・
ム
テ
知
事
も
同
じ
結
論
に
達
し
た

も
よ
う
だ
。
そ
の
証
拠
に
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
に
や
っ
て
き
て
住
民
を
落

ち
着
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
―
こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
編
集
長
は
、
ラ

ン
ド
教
授
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
、
本
人
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な
く

「
プ
レ
ー
山
が
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
市
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
は
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
が
ナ
ポ
リ
市
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
が
な
い

の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
文
で
締
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
こ
の
政
治
の
論
理
は
ま
ち
が
っ
て
お
り
、
正
し
い
の
は

科
学
の
論
理
の
ほ
う
で
あ
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
ま
ち
が
い
を
正
す
間

も
な
く
、
ラ
ン
ド
教
授
は
死
亡
し
た
。
そ
し
て
、
ま
ち
が
い
を
正
さ
れ
る

間
も
な
く
、
編
集
長
は
死
亡
し
た
。
知
事
も
、
そ
の
夫
人
も
、
み
ん
な
死

亡
し
た
。
一
九
〇
二
年
五
月
八
日
木
曜
日
午
前
七
時
五
十
分
、
プ
レ
ー
山

は
大
噴
火
を
起
こ
し
、
摂
氏
七
百
〜
千
度
の
サ
ー
ジ
が
秒
速
百
五
十
メ
ー

ト
ル
の
速
さ
で
十
キ
ロ
離
れ
た
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
を
襲
っ
た
の
で
あ
る）

8
（

。

町
の
時
計
は
七
時
五
十
二
分
で
止
ま
っ
た
。
人
口
約
三
万
人
の
「
西
イ
ン

ド
諸
島
の
パ
リ
」
が

全
滅
し
た
瞬
間
で
あ

る
。
生
存
者
が
わ
ず

か
に
二
名
い
た
が
、

そ
の
二
名
に
し
て
も
、

重
度
の
火
傷
を
免
れ

な
か
っ
た）

9
（

。
結
局
、

サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
に

選
挙
の
日
が
訪
れ
る

廃墟と化したサン・ピエール（Morne 
d’Orangeより撮影、Heilprin 1903: 111）
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こ
と
は
な
か
っ
た
。

二
つ
の
大
災
害
は
火
山
学
に
も
そ
の
名
を
刻
む
こ
と
に
な
る
。
西
暦

七
十
九
年
の
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
の
噴
火
の
よ
う
な
、
成
層
圏
に
届
く
高
い

噴
煙
柱
を
上
げ
る
タ
イ
プ
の
噴
火
は
、
今
日
、
両
プ
リ
ニ
ウ
ス
に
ち
な
ん

で
「
プ
リ
ニ
ー
式
噴
火
」
と
呼
ば
れ
る
。
他
方
、
プ
レ
ー
山
の
噴
火
の
よ

う
に
、
噴
火
と
同
時
に
熱
雲
が
山
腹
を
下
降
す
る
タ
イ
プ
の
噴
火
は
、
今

日
、
プ
レ
ー
山
に
ち
な
ん
で
「
プ
レ
ー
式
噴
火
」
と
呼
ば
れ
る
。

こ
う
し
た
大
災
害
が
起
き
る
た
び
に
、
な
か
ば
反
射
的
に
次
の
よ
う
に

言
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
人
た
ち
が
い
る
。「
こ
れ
は
天
罰
だ
。」
最
近
で

は
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
、
東
京
都
知

事
で
あ
っ
た
石
原
慎
太
郎
が
こ
の
種
の
発
言
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
当
時
、
著
名
人
以
外
か
ら
も
「
震
災
は
起
こ
る
べ
く
し
て

起
き
た
」
と
い
っ
た
言
説
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
天
罰
論

者
と
呼
ぼ
う
。
他
方
、「
こ
れ
は
天
罰
だ
」
と
い
う
言
説
に
対
し
て
、
な

か
ば
反
射
的
に
次
の
よ
う
に
反
応
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
人
た
ち
が
い
る
。

「
被
災
者
に
失
礼
だ
。」
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
失
礼
論
者
と
呼
ぼ
う
。
天

罰
論
者
で
あ
る
石
原
慎
太
郎
は
、
失
礼
論
者
の
批
判
を
受
け
て
、
翌
日
発

言
を
撤
回
し
た
。

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の
噴
火
は
、「
快
楽
に
現う

つ
つを
ぬ
か
し
、
栄
華
に
倦

怠
を
感
ず
る
こ
と
も
な
く
贅
沢
に
溺
れ
て
い
た
町
﹇
＝
ポ
ン
ペ
イ
﹈」（
金

子　
二
〇
〇
一
：
六
二
頁
）
へ
の
天
罰
な
の
か
。
プ
レ
ー
山
の
噴
火
は
、

市
民
の
安
全
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
政
治
に
現
を
抜
か
し
て
い
た
サ
ン
・
ピ

エ
ー
ル
の
町
へ
の
天
罰
な
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
問
う
こ
と
は
被

災
者
に
失
礼
な
の
か
。
以
下
で
は
、
天
罰
論
者
と
失
礼
論
者
の
論
争
の
哲

学
的
な
顛
末
を
見
届
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

４
．
災
害
は
誰
に
対
す
る
天
罰
か

失
礼
論
者
の
「
被
災
者
に
失
礼
だ
」
と
い
う
言
説
を
好
意
的
に
解
釈
す

る
な
ら
ば
、「『
天
罰
』
と
い
う
言
葉
は
、
被
災
者
が
何
ら
か
の
悪
事
を
は

た
ら
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
実
際
に
は
、
被
災
者
の
中
に
は
善
良
な

人
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
天
罰
と
言
う
の
は
失
礼
だ
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
悪
事
を
は
た
ら
い
た
か
ど
う
か
と
被
災
の

度
合
い
は
相
関
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
の
噴
火
で

は
、
財
産
を
手
放
す
の
を
渋
っ
た
富
裕
層
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
や
、
過

酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た
奴
隷
も
多
数
命
を
落
と
し
、
鎖
に
繋
が
れ

て
も
が
き
な
が
ら
死
ん
だ
犬
も
見
つ
か
っ
て
い
る）

10
（

。

プ
レ
ー
山
の
噴
火
に
お
い
て
は
、
皮
肉
な
逆
転
現
象
が
見
ら
れ
る
。
ま
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ず
、
ラ
ン
ド
教
授
の
発
言
を
勝
手
に
改
変
し
、
虚
偽
の
情
報
を
ば
ら
ま
い

た
『
レ
・
コ
ロ
ニ
ー
』
紙
の
編
集
長
は
サ
ー
ジ
を
浴
び
て
即
死
し
た
。
で

は
、
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
が
ら
、
発
言
を
改
変
さ

れ
て
し
ま
っ
た
ラ
ン
ド
教
授
の
ほ
う
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（Zebrow

ski Jr.: 137-138

）。
五
月
八

日
の
朝
、
ラ
ン
ド
教
授
は
、
二
人
の
使
用
人
と
二
人
の
学
生
と
と
も
に
自

宅
の
庭
に
座
り
、
午
後
に
知
事
と
会
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
知
事
に

会
っ
て
、
た
だ
ち
に
市
民
を
避
難
さ
せ
る
よ
う
に
説
き
伏
せ
る
つ
も
り
で

い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
自
宅
は
高
台
に
あ
り
、
プ
レ
ー
山
と
の
あ
い
だ

に
大
き
な
谷
を
挟
ん
で
い
た
た
め
、
彼
は
自
分
の
身
が
危
な
い
と
は
夢
に

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
時
間
後
、
被
災
し
た
女
性
が

た
ま
た
ま
助
け
を
求
め
て
駆
け
つ
け
た
と
き
、
四
人
と
も
ひ
ど
い
火
傷
を

負
っ
て
地
面
に
倒
れ
、
う
め
い
て
い
た
。
彼
ら
は
水
を
求
め
て
い
た
が
、

水
を
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
正
午
頃
、
教
授
は
、

数
時
間
の
悶
絶
の
す
え
「
い
っ
た
い
何
が
起
き
た
ん
だ
！
誰
か
教
え
て
く

れ
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
息
を
引
き
取
っ
た
。Zebrow

ski Jr. （2002: 

139

）
は
、
ラ
ン
ド
教
授
の
よ
う
に
何
時
間
も
苦
し
ん
で
死
ん
で
い
っ
た

人
た
ち
を
、
即
死
し
た
人
た
ち
に
比
べ
て
「
運
が
悪
か
っ
た
」（less 

fortunate

）
と
形
容
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
善
良
さ
の
度
合
い
と
幸

運
の
度
合
い
が
反
比
例
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る）
11
（

。

だ
が
、「
天
罰
」
と
い
う
語
は
、
失
礼
論
者
の
言
う
よ
う
に
、
本
当
に

被
災
者
が
何
ら
か
の
悪
事
を
は
た
ら
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
か
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
こ
れ
は
天
罰
だ
」
と
い
う
文
が
、

そ
れ
自
体
で
は
命
題
を
表
し
て
は
お
ら
ず
、「
こ
れ
は
Ｘ
に
対
す
る
天
罰

だ
」
に
お
い
て
、
Ｘ
の
指
す
も
の
が
特
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
左
に
あ
る
カ
ッ
プ
を
と
っ
て
く
れ
」
と
い
う
命

令
を
実
行
す
る
た
め
に
、「
Ｙ
か
ら
見
て
左
に
あ
る
カ
ッ
プ
を
と
っ
て
く

れ
」
に
お
け
る
Ｙ
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

話
し
手
か
ら
見
て
左
な
の
か
、
聞
き
手
か
ら
見
て
左
な
の
か
、
そ
れ
と
も

カ
ッ
プ
の
そ
ば
に
あ
る
ぬ
い
ぐ
る
み
か
ら
見
て
左
な
の
か
。
こ
の
と
き

「
何
で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く
左
だ
」
は
通
用
し
な
い
。
言
語
哲
学
で
は
、

こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
語
を
指
標
詞
（indexical

）
と
呼
ぶ
（cf. 

Recanati 2004

）。
失
礼
論
者
の
言
説
は
「
こ
れ
は
Ｘ
に
対
す
る
天
罰
だ
」

に
お
い
て
「
Ｘ
＝
被
災
者
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

事
態
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
に
阪
神
淡

路
大
震
災
が
起
き
た
と
き
、
リ
ビ
ア
の
指
導
者
ム
ア
マ
ル
・
カ
ダ
フ
ィ
が

「
こ
れ
は
天
罰
だ
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
行
っ
た
。
こ
の
カ
ダ
フ
ィ
の

発
言
に
お
い
て
は
、「
Ｘ
＝
被
災
者
」
で
は
な
く
、
明
ら
か
に「
Ｘ
＝
日
本
」
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が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
石
原
慎
太
郎
も
、
自
身
の
発
言
は
「
Ｘ
＝
日
本
」

を
意
図
し
た
も
の
だ
っ
た
と
釈
明
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
天
罰
」
と
い
う
語
に
お
い
て
は
、「
Ｘ
＝
直
接
被
災

し
た
者
を
含
む
集
団
」
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
規
定
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
。
日
本
の
Ａ
市
で
雪
崩
が
起
き
、

た
だ
一
人
、
Ｂ
と
い
う
人
物
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、

「
こ
の
雪
崩
は
Ｂ
に
対
す
る
天
罰
だ
」
と
言
う
こ
と
は
で
き
て
も
、「
こ
の

雪
崩
は
Ａ
市
に
対
す
る
天
罰
だ
」
と
か
「
こ
の
雪
崩
は
日
本
に
対
す
る
天

罰
だ
」
と
か
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
二
つ
の
こ
と
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
Ｂ
と
い
う
人
物
が
Ａ
市
の
市
長

で
あ
っ
た
り
、
日
本
の
首
相
で
あ
っ
た
り
し
た
ら
ど
う
か
。
こ
の
場
合
は

「
こ
の
雪
崩
は
【
Ａ
市
／
日
本
】
に
対
す
る
天
罰
だ
」
と
言
う
こ
と
に
意

味
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
第
二
に
、
市
長
ま
た
は
首
相
で
あ
る
犠

牲
者
Ｂ
が
、
実
は
私
の
息
子
で
あ
っ
た
ら
ど
う
か
。
こ
の
場
合
、「
こ
の

雪
崩
は
天
罰
だ
」
と
い
う
発
言
を
聞
い
た
私
は
、
ま
っ
さ
き
に
「
Ｘ
＝
Ｂ
」

だ
と
解
釈
し
、「
息
子
に
も
私
に
も
失
礼
だ
」
と
言
い
た
く
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、「
天
罰
」
と
い
う
語
に
お
い
て
は
、「
Ｘ
＝
話
し
手

ま
た
は
聞
き
手
の
最
大
の
関
心
が
向
か
う
被
災
者
（
を
含
む
集
団
）」
な

ど
と
い
っ
た
複
雑
な
規
定
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
分
か
る）

12
（

。

天
罰
論
者
と
失
礼
論
者
の
す
れ
違
い
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
こ
の「
関

心
」
の
あ
り
方
の
ず
れ
か
ら
生
じ
る
。
被
災
者
個
人
よ
り
も
そ
れ
を
含
む

集
団
に
関
心
が
あ
れ
ば
天
罰
論
者
に
な
り
、
被
災
者
個
人
へ
の
思
い
入
れ

が
強
け
れ
ば
失
礼
論
者
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
失
礼
論
者
が
口

に
す
る
「
あ
な
た
の
家
族
が
被
災
し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
か
」
と

い
う
定
番
の
ク
レ
ー
ム
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に
は

被
災
者
と
そ
の
家
族
の
気
持
ち
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
命
題
を

受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
ま
で
は
失
礼
論
者
の
ほ
う
に
分

が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
Ｘ
に
対
す
る
天
罰
」
に
お
い
て
、
Ｘ
だ
け
で
な
く
、

「
天
」
の
意
味
を
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
に
わ
か
に
共
倒
れ
の
可
能
性
が

出
て
く
る
。

５
．「
天
」
と
は
何
か

「
な
ぜ
プ
レ
ー
山
は
噴
火
し
た
の
か
。」
こ
の
問
い
に
関
し
て
、
天
罰
論

者
は
「
プ
レ
ー
ト
の
摩
擦
熱
で
作
ら
れ
た
マ
グ
マ
が
上
昇
し
て
マ
グ
マ
だ

ま
り
を
作
り
、
活
動
が
活
発
化
し
て
地
表
ま
で
上
昇
し
て
き
た
か
ら
だ
」

と
い
っ
た
答
え
に
満
足
せ
ず
、「
Ｘ
の
日
頃
の
行
い
が
悪
い
か
ら
だ
」
と
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い
っ
た
答
え
を
要
求
す
る
（
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
Ｘ
は
複
雑
な

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
解
釈
さ
れ
る
）。
す
な
わ
ち
、
天
罰
論
者
は
、
こ
の
「
な

ぜ
」
を
原
因

4

4

の
問
い
で
は
な
く
理
由

4

4

の
問
い
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
要

求
す
る
。

天
罰
論
者
の
こ
の
解
釈
は
、「
天
」
が
意
図
を
も
っ
た
合
理
的
な
存
在

者
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
ま
ず
、
こ
の
解
釈
が
な
ぜ
天
が
意
図
を
も

つ
こ
と
を
含
意
す
る
か
と
言
え
ば
、
一
般
に
、
理
由
が
問
わ
れ
る
の
は
意

図
的
行
為
に
関
し
て
で
あ
り
、
非
意
図
的
行
為
お
よ
び
行
為
で
な
い
も
の

に
関
し
て
は
原
因
が
問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
な
ぜ
監
督

は
そ
の
選
手
に
罰
を
与
え
た
の
か
」
に
対
し
て
は
「
そ
の
選
手
が
練
習
を

怠
け
た
か
ら
だ
」
と
答
え
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、「
監
督
が
短
気
な
性

格
だ
か
ら
だ
」
と
答
え
る
の
は
ふ
つ
う
で
は
な
い
。
逆
に
、「
な
ぜ
監
督

は
何
度
も
寝
言
を
言
っ
た
の
か
」
に
対
し
て
は
「
チ
ー
ム
が
弱
い
の
で
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
眠
り
が
浅
か
っ
た
せ
い
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
答
え

る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、「
隣
で
寝
て
い
る
妻
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
」
と
言
え
る
た
め
に
は
、
寝
言
が
何
ら
か
の
意
図
的
行
為

で
あ
る
と
い
う
想
定
が
必
要
に
な
る
。
同
様
に
、「
な
ぜ
桜
が
咲
い
た
の

か
」
に
対
し
て
は
「
春
に
な
っ
た
か
ら
だ
」
と
答
え
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ

り
、「
人
々
が
花
見
を
し
た
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
言
え
る
た
め
に
は
、

開
花
が
桜
の
意
図
的
行
為
で
あ
る
と
い
う
想
定
が
必
要
に
な
る
。
次
に
、

上
記
の
天
罰
論
者
の
解
釈
が
な
ぜ
天
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る

か
と
言
え
ば
、
一
般
に
、
理
由
は
そ
の
正
当
性
を
問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

野
矢
（
一
九
九
五
：
一
八
三
頁
／
二
〇
一
二
：
二
六
四
頁
）
の
言
う
よ
う

に
、「『
な
ぜ
何
も
食
べ
な
い
ん
だ
』
と
尋
ね
ら
れ
『
天
気
が
い
い
か
ら
ね
』

と
答
え
た
り
、『
信
号
が
赤
な
の
に
な
ぜ
渡
る
ん
だ
』
と
尋
ね
ら
れ
『
君

が
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
か
ら
だ
』
と
答
え
る
の
で
は
、
理
由
の
説
明
に
な
り

は
し
な
い
。」
以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
罰
論
者
の
言
説
は
、「
天
」
が
意
図

を
も
つ
合
理
的
な
存
在
者
で
あ
る
と
い
う
想
定
の
も
と
に
あ
る
こ
と
に
な

る
。で

は
、
こ
の
意
図
を
も
つ
合
理
的
な
存
在
者
と
し
て
の
天
と
は
何
か
。

真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
は
「
神
」
で
あ
ろ
う
。
近
代
自
然
科
学
の
祖
と
さ

れ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
も
、
自
然
法
則
の
背
後
に
そ
の
創
造
者
と
し
て
の
神
が

存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。「
天
＝
神
」
と
す
る
と
、
天

罰
論
者
の
言
説
は
「
神
が
悪
事
を
は
た
ら
い
た
Ｘ
に
罰
を
与
え
よ
う
と
し

て
災
害
を
発
生
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
に
な
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
十
八

世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
教
会
批
判
を
展
開
し
た
哲
学
者
ド
ル
バ
ッ
ク
の
言
う

「
擬
人
神
観
」
が
見
ら
れ
る
（D

’H
ollbach 1770: 

邦
訳
Ⅱ
一
〇
三
頁
）。

悪
事
を
は
た
ら
い
た
Ｘ
に
罰
を
与
え
る
神
の
姿
は
、
練
習
を
怠
け
た
選
手
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に
罰
を
与
え
る
監
督
の
姿
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
神
は
人
間
の
原
理

に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
な
ぜ
人
な
ら
ぬ
神
が

人
と
同
じ
原
理
で
行
動
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
一
般
に
、

人
で
な
い
も
の
は
、
人
と
は
（
部
分
的
あ
る
い
は
完
全
に
）
異
な
る
原
理

で
行
動
す
る
。
た
と
え
ば
、
ガ
ス
漏
れ
警
報
機
は
（
仮
に
彼
が
意
図
的
に

行
動
す
る
と
し
て
）
ガ
ス
に
の
み
反
応
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
は
い
っ

さ
い
関
心
を
示
さ
な
い
（
山
口　
二
〇
〇
五
：
一
五
三
頁
）。
生
態
心
理
学

ふ
う
に
言
え
ば
、
ガ
ス
以
外
の
も
の
は
ガ
ス
漏
れ
警
報
機
の
い
か
な
る
行

為
も
ア
フ
ォ
ー
ド
し
な
い
（cf. 
河
野　
二
〇
〇
三
）。
そ
れ
な
の
に
、
な

ぜ
神
が
人
間
と
同
じ
よ
う
に
人
間
に
罰
を
与
え
る
の
か
。
な
ぜ
人
間
界
の

出
来
事
が
神
の
行
為
を
ア
フ
ォ
ー
ド
す
る
の
か
。
天
罰
論
者
は
、
自
分
を

含
め
た
人
間
の
行
動
原
理
を
神
に
投
影
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。
こ

う
し
た
疑
問
に
答
え
な
い
か
ぎ
り
、「
災
害
は
天
罰
だ
」
と
い
う
言
説
は

何
も
語
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
疑
問
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
規
則
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を

め
ぐ
る
議
論（W
ittgenstein 1953:§

185-188

）
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
。

教
師
が
「
〇
か
ら
順
に
二
を
足
し
て
ご
ら
ん
」
と
言
う
。
生
徒
が
そ
れ
に

従
う
。「
〇
、二
、四
、六
、八
、…
、
一
〇
〇
〇
、一
〇
〇
四
、一
〇
〇
八
、…
」

「
違
う
！　

一
〇
〇
〇
を
過
ぎ
て
も
同
じ
よ
う
に
や
る
ん
だ
！
」「
え
？　

同
じ
よ
う
に
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
。『
二
を
足
す
』
っ
て
こ
う
い
う
こ

と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」「
ち
が
う
ち
が
う
、
き
み
は
一
〇
〇
〇
を
過

ぎ
て
か
ら
四
を
足
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
一
〇
〇
〇
に
二
を
足
せ
ば

一
〇
〇
二
だ
ろ
う
？
」「
え
？　

一
〇
〇
〇
に
二
を
足
し
た
ら
一
〇
〇
四

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
先
生
、
何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
。」
こ
の
子
は
決
し

て
計
算
を
ま
ち
が
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、「
同
じ
よ
う
に
や

る
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
わ
れ
わ
れ
と
は
異
な
る
行
為
本
能
を
も
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
よ
う
に
「
二
を
足
す
」
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
と
お
お
む
ね
（
つ
ま
り
、
計
算
ま
ち
が
い
を
指
摘

さ
れ
た
と
き
に
そ
れ
を
計
算
ま
ち
が
い
と
認
識
で
き
る
程
度
に
は
）
同
質

の
行
為
本
能
を
も
っ
た
者
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
足
し
算
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
規
則
は
、
行
為
本
能
の
一
致
の
う
え
に

の
み
効
力
を
も
つ
の
で
あ
る
。
行
為
本
能
と
い
う
支
え
を
失
え
ば
、
算
数

も
、
法
律
も
、
こ
と
ば
の
意
味
も
、
い
っ
さ
い
が
成
立
し
な
く
な
る
。
こ

れ
が
規
則
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
意
義
は
、

人
間
が
広
大
な
論
理
空
間
の
ほ
ん
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
行
為
空
間
に

生
き
て
い
る
こ
と
を
明
る
み
に
出
し
た
こ
と
に
あ
る
（
野
矢　

二
〇
一
一
：
第
一
一
章
お
よ
び
第
一
三
章
）。
規
則
に
従
っ
た
実
践
を
ひ

ら
け
る
の
は
、
狭
い
行
為
空
間
に
生
き
る
人
間
だ
け
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
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論
理
的
可
能
性
を
均
等
に
考
慮
す
る
神
の
も
と
で
は
、
規
則
は
失
効
す
る

の
で
あ
る
（
同
：
第
一
三
章
お
よ
び
第
一
五
章
）。
神
に
と
っ
て
は
、「
な

ぜ
何
も
食
べ
な
い
ん
だ
」
と
尋
ね
ら
れ
て
「
お
腹
が
す
い
て
な
い
ん
だ
」

と
答
え
る
の
も
、「
天
気
が
い
い
か
ら
だ
」
と
答
え
る
の
も
、
等
し
く
合

理
的
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
神
の
前
に
は
、「
お
腹
が
す
い
て
い
な
け

れ
ば
何
も
食
べ
な
い
」
と
い
う
法
則
も
、「
天
気
が
よ
け
れ
ば
何
も
食
べ

な
い
」
と
い
う
法
則
も
、
同
等
の
論
理
的
地
位
を
も
っ
て
ひ
ら
か
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
神
が
人
間
の
行
動
原
理
に
従
っ
て

悪
事
に
罰
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
、

神
に
人
間
の
姿
を
投
影
す
る
擬
人
神
観
が
あ
る
。「
卓
抜
な
ニ
ュ
ー
ト
ン

も
自
然
学
と
明
証
を
捨
て
て
神
学
と
い
う
想
像
の
領
域
に
迷
い
込
む
と
、

も
は
や
一
人
の
子
供
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。」（D

’H
ollbach 1770: 

邦

訳
Ⅱ
九
七
―
九
八
頁
）。

「
神
は
意
図
を
も
っ
た
合
理
的
な
存
在
者
で
あ
り
、
そ
の
意
図
と
合
理

性
で
も
っ
て
、
悪
事
を
は
た
ら
く
者
に
罰
を
与
え
る
。」
天
罰
論
者
の
ま

ち
が
い
は
、
こ
の
言
説
に
現
れ
る
「
合
理
的
」
と
い
う
語
が
指
標
詞
で
あ

る
こ
と
を
見
抜
け
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
人
間
の
行
為
空
間
の
外
に
は

広
大
な
論
理
空
間
が
ひ
ら
け
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
に
と
っ
て
合
理

的
な
こ
と
も
、
神
か
ら
見
れ
ば
数
あ
る
可
能
性
の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な

い
。
そ
れ
こ
そ
が
規
則
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
教
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ド
ル
バ
ッ
ク
に
な
ら
っ
て
、
人
間
も
ど
き
の
神
を
退
場
さ
せ
、

自
然
現
象
を
自
然
そ
の
も
の
の
論
理
で
捉
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
自
然

4

4

は4

﹇
神
に
よ
る
﹈
制
作
物
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

。
自
然
は
常
に
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て

存
在
し
て
き
た
し
、
自
然
の
懐
で
こ
そ
す
べ
て
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」

（D
’H
ollbach 1770: 

邦
訳
Ⅱ
一
〇
六
頁
、
強
調
は
原
文
に
よ
る
。）
ド
ル

バ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
自
然
の
本
質
は
運
動
で
あ
り
（ibid.: 

邦
訳
Ⅰ
三
六

頁
）、
神
の
観
念
は
こ
の
自
然
の
中
に
回
収
さ
れ
る
。「
君
が
神
と
名
づ
け

て
よ
く
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
あ
の
方
は
、
運
動
を
本
質
と
す
る

大グ
ラ
ン
・
タ
ン
サ
ン
ブ
ル

い
な
る
調
和
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ほ
か
な
ら
ず
、
実
際
、
そ
れ
は
時
間
の

中
で
働
き
、
空
間
を
満
た
す
物
質
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。」（ibid.: 

邦

訳
Ⅰ
一
三
頁
）
こ
の
ド
ル
バ
ッ
ク
の
思
想
は
「
神
に
よ
る
自
然
の
創
造
と

支
配
を
教
え
、
物
質
は
外
力
が
加
わ
っ
て
初
め
て
運
動
す
る
と
説
く
キ
リ

ス
ト
教
会
に
真
っ
向
か
ら
挑
む
」（
秋
吉　
二
〇
〇
七
：
四
六
頁
）
も
の
で

あ
っ
た
。﹇

…
﹈
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
、
こ
の
「
物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
い
う
表
現
は
、
そ
れ
自
体
が
画
期
的
な
思
想
的
事
件
で
し
た
。
そ

れ
は
、
物
質
の
運
動
の
原
動
力
を
物
質
そ
の
も
の
の
内
部
に
位
置
づ
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け
る
こ
と
で
、
神
と
袂
を
分
つ
新
ら
し
い
﹇
マ
マ
﹈
思
想
と
し
て
、

ま
さ
に
ド
ル
バ
ッ
ク
ら
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

﹇
…
﹈「
物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
主
張
さ
れ
る
以
前
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
は
「
神
の
御
言
葉
」
の
よ
う
に
、
聞
き
手
や
世
界
そ
の
も

の
を
動
か
す
「
言
葉
の
力
」
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。﹇
…
﹈
だ
と

す
れ
ば
、
彼
ら
は
「
物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
言
う
こ
と
で
、
物
質

を
も
動
か
す
神
の
言
葉
か
ら
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
奪
い
取
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
サ
ド
が
「
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
神
の
無
用
さ
を
確
信
す
る
」﹇
…
﹈
と
な
ん

の
説
明
も
な
し
に
断
言
す
る
と
き
、
こ
う
し
た
奪
取
の
思
想
抜
き
で

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
秋
吉　
二
〇
〇
七
：
四
六
―
四
七

頁
）。

ド
ル
バ
ッ
ク
の
言
う
意
味
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
概
念
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

人
間
の
生
死
と
は
、
物
質
の
う
ち
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
物
質
の
結

合
と
解
体
に
す
ぎ
な
い
（
秋
吉
同
：
四
九
頁
）。「﹇
人
間
を
含
む
あ
ら
ゆ

る
存
在
は
﹈
特
殊
な
形
態
で
し
ば
ら
く
存
在
し
た
後
、
自
分
の
崩
壊
に

よ
っ
て
他
の
物
質
を
生
産
す
る
こ
と
に
寄
与
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

（D
’H
ollbach 1770: 

邦
訳
Ⅰ
五
一
頁
）「﹇
人
間
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
﹈
存

在
の
変
形
と
解
体
は
自
然
の
保
存
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
私
た

ち
が
自
然
に
割
り
当
て
う
る
唯
一
の
目
的
で
あ
り
、
自
然
は
た
え
ず
そ
れ

を
目
指
し
、
自
然
に
従
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
破
壊
と
生
成
に
よ
っ
て

間
断
な
く
そ
の
目
的
を
追
求
し
、
そ
れ
ら
の
従
属
す
る
存
在
は
自
然
の
法

則
を
受
け
入
れ
、
大
い
な
る
全
体
に
と
っ
て
本
質
的
な
積
極
的
活
動
の
維

持
に
、
そ
れ
な
り
に
協
力
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。」（ibid. : 

邦
訳

Ⅰ
六
〇
頁
）

無
神
論
的
唯
物
論
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ド
ル
バ
ッ
ク
の
思
想
に
よ
れ
ば
、

自
然
の
中
で
生
じ
る
あ
る
種
の
物
質
の
結
合
と
解
体
、
お
よ
び
そ
れ
に
と

も
な
う
あ
る
種
の
存
在
の
変
形
と
解
体
を
、
人
間
が
「
災
害
」
と
し
て
意

味
づ
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
人
間
の
側
の
都
合
で
意
味
づ
け
さ
れ
た
に

す
ぎ
な
い
現
象
を
「
天
罰
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
は
、
自
然
（
＝
天
）
も
い

い
迷
惑
だ
ろ
う
。

６
．
自
然
は
飽
き
て
い
る

十
八
世
紀
〜
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
サ
ド
は
、
無
神
論
的
唯
物

論
を
、
提
唱
者
で
あ
る
ド
ル
バ
ッ
ク
が
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
議
論
に
援

用
す
る
。
殺
人
の
正
当
化
で
あ
る
（
秋
吉　
二
〇
〇
七
：
四
三
―
六
三
頁
）。
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サ
ド
に
よ
る
と
、
殺
人
と
は
、
す
で
に
存
在
す
る
物
体
を
解
体
し
、
自
然

に
新
た
な
創
造
の
機
会
を
与
え
る
有
用
な
行
為
で
あ
り
、
殺
人
者
と
は
、

自
然
の
意
思
を
遂
行
す
る
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
サ
ド
は
、

親
殺
し
よ
り
も
下
に
向
か
っ
て
家
系
を
断
ち
切
る
子
殺
し
を
推
奨
す
る
。

サ
ド
は
さ
ら
に
、
自
然
が
す
で
に
で
き
あ
が
っ
た
サ
イ
ク
ル
に
飽
き
て
お

り
、
災
害
と
は
自
然
が
飽
き
て
い
る
こ
と
の
証
拠
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
言
う
。「﹇
…
﹈
自
然
は
災
害
に
よ
っ
て
我
わ
れ
を
押
し
つ
ぶ
し
、
対

立
や
不
和
の
種
を
ま
き
、
殺
人
願
望
を
吹
き
込
む
。
戦
争
や
飢
餓
、
ペ
ス

ト
、
数
多
く
の
極
悪
人
の
存
在
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
法
か
ら
逃
れ
、
す

べ
て
を
破
壊
し
つ
く
し
て
新
た
な
存
在
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
た
い
と
い
う
自

然
の
願
望
の
現
れ
で
あ
る
」（
同
：
一
五
八
頁
）

こ
う
し
た
サ
ド
に
よ
る
殺
人
の
正
当
化
は
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
か
。
い
や
、
成
功
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
議
論
を
通

じ
て
サ
ド
が
示
し
た
の
は
、「
人
間
が
自
然
の
論
理
に
従
う
か
ぎ
り
に
お

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
て

4

4

殺
人
は
推
奨
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
自
然
の
論
理
に

従
う
こ
と
を
拒
否
し
た
人
間
に
と
っ
て
は
、
殺
人
は
正
当
化
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
逆
に
、
自
然
が
人
間
の
論

理
に
従
う
必
然
性
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
罰
論
者
の
「
自
然
災

害
は
天
罰
だ
」
と
い
う
言
説
は
、
こ
の
点
を
見
落
と
し
、
自
然
が
人
間
と

同
じ
論
理
で
動
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
失
礼
論
者
の
「
天
罰
と
言
う
の
は
被
災
者
に
対
し
て
失
礼
だ
」
と

い
う
言
説
は
、
こ
の
前
提
を
受
け
入
れ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
お
い
て
、
失
礼
論
者
は
天
罰
論
者
と
同
じ
土
俵
に
立
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

「
自
然
災
害
は
天
罰
だ
」
と
い
う
言
説
は
、
被
災
者
に
対
し
て
失
礼
で

あ
る
以
前
に
、
自
然
に
対
し
て
失
礼
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ど
う
し

て
自
然
が
人
間
の
悪
事
を
悪
事
と
認
定
し
、
裁
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
人
間
の
あ
い
だ
で
さ
え
、「
悪
事
」
を
含
め
、
語
の
意
味
が
共
有
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
幻
想
に
す
ぎ
な
い
（
酒
井　
二
〇
一
二
）。
そ
れ

な
の
に
、
な
ぜ
自
然
と
自
分
の
あ
い
だ
で
言
語
が
共
有
さ
れ
る
と
思
う
の

か
。
こ
の
点
で
、「
自
然
災
害
は
天
罰
だ
」
と
い
う
言
説
は
、
人
間
の
言

語
が
生
み
出
し
た
幻
想
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
。
わ
れ
わ
れ
の
思
考
の
大

半
は
言
語
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
（cf. O

rw
ell 1949

）
13
（

）。
そ

う
し
た
思
考
の
中
に
は
、
災
害
の
理
由
を
探
し
求
め
よ
う
と
す
る
思
考
も

含
ま
れ
る
。

い
つ
か
富
士
山
が
噴
火
す
る
日
が
来
た
と
き
、
ま
だ
言
語
が
、
す
な
わ

ち
人
間
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
あ
り
も
し
な
い
噴
火
の
理
由
を
探
し
求
め

る
天
罰
論
者
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
態
度
を
た
し
な
め
る
失
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礼
論
者
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
言
語
に
隷
属
す
る
人
間
の
姿
が
あ

る
。
噴
火
の
原
因

4

4

は
自
然
界
に
属
し
て
お
り
、
人
間
が
消
滅
し
て
も
存
在

し
続
け
る
。
し
か
し
、
噴
火
の
理
由

4

4

は
人
間
と
と
も
に
消
滅
す
る
に
ち
が

い
な
い
。

注（
1
）
た
だ
し
一
面
ト
ッ
プ
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
３
節
で
述
べ
る
。

（
2
）
ゲ
ラ
ン
工
場
（U

sine Guérin
）
の
惨
劇
と
は
、
同
年
五
月
五
日
に
プ
レ
ー
山
の
火

口
壁
が
壊
れ
、
製
糖
工
場
が
高
温
の
泥
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
事
件
を
さ
す
（
金
子　

一
九
八
八
：
一
五
）。

（
3
）
本
節
の
記
述
は
金
子
（
二
〇
〇
一
）
お
よ
びBBC

（2003

）
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
4
）
震
央
は
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
付
近
で
、
こ
の
地
震
は
そ
の
十
七
年
後
の
大
噴
火
の
前
兆

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

（
5
）
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
は
、
西
暦
七
十
九
年
以
降
、
八
十
一
回
の
大
小
の
噴
火
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
一
八
八
〇
年
、
山
麓
か
ら
火
口
ま
で
の
登
山
列
車
が
営
業
を
開
始
し
た
。

そ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
と
し
て
作
詞
・
作
曲
さ
れ
た
の
が
有
名
な
「
フ
ニ
ク
リ
・

フ
ニ
ク
ラ
」
で
、
世
界
最
古
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
。「
フ
ニ
ク
リ
・

フ
ニ
ク
ラ
」
は
今
日
ま
で
世
界
中
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
が
、
こ
の
曲
が
宣
伝
し
て
い

た
登
山
列
車
の
ほ
う
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
権
時
代
の
一
九
四
四
年
の
噴
火
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
、
営
業
を
終
了
し
た
。
以
後
、
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
は
不
気
味
な
沈
黙
を
続
け

て
い
る
。

（
6
）
本
節
の
内
容
はZebrow

ski Jr.

（2002: Ch. 7, Ch. 9

）
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
7
）
上
述
の
と
お
り
、
ポ
ン
ペ
イ
で
死
者
が
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
誤
り
で

あ
り
、
実
際
に
は
多
数
の
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
体
育
場
（
パ
ラ
エ

ス
ト
ラ
）
と
呼
ば
れ
る
施
設
か
ら
は
百
を
越
え
る
遺
体
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
何
の
慰
め
に
も
な
ら
な
い
が
、『
レ
・
コ
ロ
ニ
ー
』
紙
が
発
表
し
た
楽
観
的
予
測
の

と
お
り
、
火
砕
流
の
本
流
は
プ
レ
ー
山
の
南
側
の
谷
川
に
沿
っ
て
海
に
流
れ
た
た
め
、

サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
を
外
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
舞
い
上
が
っ
た
高
温
の
灰
と
火
山

ガ
ス
を
含
む
サ
ー
ジ
が
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
を
直
撃
し
た
の
で
あ
る
（
金
子　
一
九
八
八
：

二
九
―
三
〇
頁
）。

（
9
）Zebrow

ski Jr.

（2002: 139, 260-267

）
に
よ
る
と
、
フ
ォ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

の
病
院
に
は
、
こ
の
日
の
噴
火
と
そ
れ
に
先
立
つ
災
害
に
よ
る
負
傷
者
百
五
十
一
名
が

収
容
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
四
十
名
が
す
ぐ
に
死
亡
し
、
最
終
的
に
回
復
し
た
の
は

六
十
九
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
六
十
九
名
は
全
員
が
壊
滅
地
域
の
外
に
い
た
人
た
ち
で
あ

る
。
壊
滅
地
域
内
に
い
な
が
ら
助
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
一
名
で
、
地

下
の
独
房
に
つ
な
が
れ
て
い
た
囚
人
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
シ
パ
リ
（A

uguste Ciparis

）

で
あ
っ
た
。
彼
は
四
日
後
に
救
助
さ
れ
た
と
き
に
は
正
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
ひ
ど
い
火

傷
を
負
っ
て
い
た
が
、
奇
跡
的
に
一
命
を
取
り
留
め
た
。
そ
の
後
、「
サ
ン
・
ピ
エ
ー

ル
唯
一
の
生
存
者
」
と
し
て
サ
ー
カ
ス
に
出
演
す
る
な
ど
し
、
一
九
二
九
年
に
亡
く

な
っ
た
（
金
子　
一
九
八
八
：
一
九
―
二
一
頁
お
よ
びZebrow

ski Jr. 2002: 
Epilogue

）。
な
お
、
生
存
者
の
数
と
生
存
の
経
緯
に
つ
い
て
は
資
料
に
よ
り
若
干
の

違
い
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
内
に
い
た
ほ
ぼ
全
員
が
死
亡
し
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

（
10
）
た
だ
し
、
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
で
は
、
犬
、
猫
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
小
動
物
は
一
匹
も
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
危
険
を
察
知
し
て
逃
げ
出
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
金
子　

二
〇
〇
二
：
一
二
四
）。
同
様
に
、
プ
レ
ー
山
が
噴
火
し
た
時
点
で
、
動
物
た
ち
は
山

か
ら
去
っ
て
い
た
（
金
子　
一
九
八
八
：
二
七
―
二
八
頁
）。

（
11
）
こ
の
ほ
か
、
一
七
五
五
年
の
リ
ス
ボ
ン
大
震
災
に
よ
っ
て
罪
の
な
い
多
数
の
人
が
犠
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自
然
災
害
は
天
罰
か
？ 

―
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
が
消
え
た
日
―

【
特
集
】
災
害

牲
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
哲
学
者
ヴ
ォ
ル
テ
ー

ル
は
、「
現
実
世
界
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
世
界
の
中
で
最
善
の
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
最
善
説
に
異
議
を
唱
え
、
ピ
カ
レ
ス
ク
小
説
『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド

（Candide
）』
を
著
し
た
。
今
日
の
失
礼
論
者
で
あ
れ
ば
、「
最
善
説
は
被
災
者
に
対
し

て
失
礼
だ
」
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。

（
12
）
一
九
八
五
年
十
一
月
十
三
日
に
発
生
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ネ
バ
ド
・
デ
ル
・
ル
イ
ス

山
の
噴
火
は
、
二
万
人
を
超
え
る
死
者
を
出
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
、
オ
マ
イ

ラ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
と
い
う
十
二
歳
の
少
女
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
身
動
き
が
取
れ
ず
、
泥

水
に
首
ま
で
浸
か
り
な
が
ら
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
助
け
を
求
め
て
い
た
が
、
六
十
時
間

に
及
ぶ
救
出
活
動
も
む
な
し
く
、
息
を
引
き
取
っ
た
（
金
子　
一
九
八
八
：
二
三
一
―

二
三
三
頁
）。
こ
の
と
き
誰
か
が
「
天
罰
だ
」
と
い
う
発
言
を
し
よ
う
も
の
な
ら
、「
Ｘ

＝
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
な
ど
で
は
な
く
、
真
っ
先
に
「
Ｘ
＝
オ
マ
イ
ラ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
」
と

解
釈
さ
れ
て
し
ま
い
、「
オ
マ
イ
ラ
ち
ゃ
ん
に
失
礼
だ
」
と
い
う
言
説
が
巻
き
起
こ
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｘ
が
聞
き
手
の
関
心
の
あ
り
方
に
応
じ
て
解
釈
さ

れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
13
）
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
小
説
『
１
９
８
４
年
』（O

rw
ell 1949

）
に
は
、
現
代
英
語
の
語
彙

を
大
幅
に
削
減
し
、
か
つ
意
味
を
限
定
し
た
「
ニ
ュ
ー
ス
ピ
ー
ク
」
と
い
う
架
空
の
言

語
が
登
場
す
る
。
ニ
ュ
ー
ス
ピ
ー
ク
で
は
、
現
代
英
語
で
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
た
思

考
の
大
半
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
言
語
を
用
い
る
か
ぎ
り
、
可
能
な
思

考
の
範
囲
が
確
実
に
狭
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
こ
の
言
語
を
開
発
し
た

党
の
狙
い
で
あ
る
。
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